
【西九州大学・西九州大学短期大学部 SAGA2024（国スポ・全障スポ） における活動報告について】 

 

SAGA2024（国スポ・全障スポ）では、9 月初旬から始まった正式競技（会期前競技）を皮切りに、10/5（土）

国スポ開会式から 10/28（月）全障スポ閉会式まで、西九州大学・西九州大学短期大学部の学生延べ 640 人

をサポーターとして派遣し、平均 3.2日／人（延べ 2054日人）のサポート支援に取り組みました。 

主なサポート活動としては、①競技補助員、②式典・競技会サポーター、③選手団サポーター、④動画配信サポ

ーター、⑤救護班サポーターです。 

開会式・閉会式では、②のサポーターがダンスパフォーマーや選手の案内役としても活躍しました。下記の動画

に学生がたくさん映っていますので是非ご覧ください！ 

        ●国スポ開会式配信動画アーカイブ： https://qr.paps.jp/YI9oI 

●国スポ閉会式動画アーカイブ： https://qr.paps.jp/33HQl 

        ●全障スポ開会式動画アーカイブ： https://qr.paps.jp/Y9n7Z 

   

学生に、「SAGA2024 サポート活動を通して、楽しかったエピソードや大変だったエピソードを教えてください」

と感想を集めたところ、以下のような感想がありましたので、ご紹介します。 

① 競技補助員 

競技補助員だったので、選手とコミュニケーションをとる機会はあまりなかったが、選手たちの試合前の様

子を見ることができ、すごく良い機会になりました。 また、手話を覚えていつか使えるようになりたいと思いま

した。 

② 式典・競技会サポーター 

SAGA2024（国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会）の開会式と閉会式にパフォーマーとして参

加できたことは、良い経験ができたと感じています。 高校生や大学生、ボランティアの方々と交流ができ、楽

しく活動に参加することが出来ました。 短い期間での練習で振りを覚えることは大変でしたが、本番では練

習よりもいいパフォーマンスができたと感じています。また、入場する選手を間近で見て、緊張感や迫力が伝

わって来たので、私もこれから頑張ろうという気持ちになりました。 この経験をこれからに活かしていけるよう

にします。 

③ 選手団サポーター 

全体を通してすごく楽しかったです。選手の方だけでなく役員の方、団付さん全員の雰囲気がとても良く、

最初は不安が多くありましたが、すぐに馴染むことが出来ました。全盲の方や、難聴の方、知的障害の方など

障害の種類は様々でしたが、皆さんが一生懸命私達とコミュニケーションを取ろうとしてくださって本当に嬉し

かったです。  

競技場に行く時に、全盲の方の誘導をしました。 感覚が分からず、左右の指示や階段の昇り降りなど伝え

るのが少しでも遅いと少しつまずいてしまっていました。 誘導している側からしたら本当に怖かったです。 

最後のお別れ会の時に、皆さんが私達のために号泣してくださって、私達も泣いてしまいました。 あなた達

がいたから初めての土地でもリラックスして競技に取り組むことができた、「本当にありがとう」というお言葉

をいただき、とても嬉しかったです。 

④ 動画配信サポーター 

初めてライブ配信用の動画を撮影した。 一人ひとり、バレーボールのサーブのタイミングなど特徴があり、

コツを掴むことに時間がかかった。 活動を通して、確認し合う大切さを改めて感じた。 放送局の方や他のボ

ランティアの方から、貴重なお話なども聞けて良い体験ができた。 

 

 

https://qr.paps.jp/YI9oI
https://qr.paps.jp/33HQl
https://qr.paps.jp/Y9n7Z


⑤ 救護班サポーター 

保健師さんと一緒に移動救護に関わり、迅速に対応している姿を見て尊敬しました。 数名の体調不良者

の対応をしましたが、どのような声掛けを行うべきなのか、まずは何をしたら良いのかを学ぶことが出来ました。 

救急の方の対応も近くで見ることが出来勉強になりました。 

 

 

SAGA2024全障スポ選手団・サガンティア激励会 

全障スポに出場する選手団及び全障スポで活動するサガンティアの激励として、令和６年１０月２５日（金）、ホ

テルニューオータニ佐賀にて、秋篠宮皇嗣同妃両殿下をお迎えし、豪華メンバーによる激励会が催されました。 

激励会では、西九州大学よりサガンティア（選手団サポーター）代表として、一万田翔大さん（リハビリテーショ

ン学科１年）、岡村日柚実さん（スポーツ健康福祉学科１年）の 2 名が招待され、岡村日柚実さんにおいては、声

高らかに、決意表明をおこなってくれました。 

＜参加者＞ 

[選手団] ３３名（選手２３名、監督・介助者等１０名）  

[サガンティア] ８名（運営サポーター、情報保障サポーター、選手団サポーター、 競技補助員 各２名）  

[来 賓] 末次県パラスポーツ協会会長、北原大同生命㈱代表取締役社長  

[主催者] 山口知事、大場佐賀県議会議長、落合副知事、南里副知事、 甲斐教育長、宮原ＳＡＧＡ２０２４・ＳＳＰ推進

局長、豊田健康福祉部副部長  

[皇 族] 秋篠宮皇嗣同妃両殿下 

 
（１）下から 3列目、左から 7人目に一万田 翔大さん（リハビリテーション学科） 

（２）下から 2列目、左から 3人目に岡村 日柚実さん（スポーツ健康福祉学科） 

 

SAGA2024（国スポ・全障）サポーター派遣を終えて 

開会式では佐賀キャンパスの interactionサークル、神埼キャンパスの Aerobic＆Danceサークルの学生 13

人が３月から練習を重ね、華やかなダンスを披露してくれました。また、サークル外からも 5 人の学生が開会式で

選手と一緒に行進し、選手をガイド、その後ダンスパフォーマンスを披露してくれ、会場全体を盛り上げていました。

他のサポーター学生より長期にわたって練習を重ね、最後まで責任を持ち、楽しむ姿勢が見受けられました。 

救護班サポーターに参加した３１人の学生は、救護の現場で保健師や看護師と接し、普段経験できない環境で、

充実した活動を行えていた事が伺え、実践型の学習ができたように見受けました。 

動画配信サポーターに参加した 14７人の学部学生は、普段から動画を撮影しているような学生はおらず、ほと

んどが初めての経験だったが、実際にカメラやスイッチャーを任せられ、各人が自分なりに工夫をした活動を行っ



ており、その取り組み方に県の担当者から好評を得ました。 

  各競技の競技役員や競技補助員を担当した１６２人の学生は各競技に直接関り、国スポ・全障スポ選手のプレ

イを間近で観れる環境で、各競技のサポートを行っていました。各競技の協会や競技を開催した市区町村より、大

変感謝されていました。 

全障スポの選手団サポーターは２８２名が活動し、１１３チームに分かれて選手団を支援しました。 

４日間共に従事した学生たちのチームワークは素晴らしく、本学学生たちのコミュニケーション能力の高さを実

感しました。 

Microsoft Teams チャット機能を活用してチームを組み、そこで情報共有するように促したところ、チームリー

ダーは、佐賀県職員からの情報を Teamsで情報を共有し、それに対して各自が的確に反応、やるべきことを判断

し、速やかに実行に移している流れは見ていて感動するほどでした。 

ランダムにチームを組まれた学生たちは、互いに初めましての状態で、初日は戸惑いもあったと思いますが、日

に日に活発なコミュニケーションがとられ、よりスムーズな支援をしていることが、Teams チャットを通して確認でき

ました。 

 

10/28 閉会式 【SAGAサンライズパーク SAGAアリーナ】 

閉会式では、サガンティア代表として、佐賀アリーナのセンターステージで、中園 輝星さん（スポーツ健康福祉

学科）がインタビューを受けました。 中園さんは全障スポの閉会式の動画がアーカイブとして残っており、４８分頃

に出演します。 加えて、西九州大学を 2020年 3月に卒業した車いすテニスの大谷桃子選手もゲストで５４分頃

に出演されます。 

https://saga2024.com/zenshosupo-live/archives/144 

 

SAGA2024 でのサポーター経験を通じて得たスキルや知識は、多くの面で今後の人生に役立つでしょう。大

変だったと思いますが、頑張った学生たちは、多くの成長があったと思います。 

1. コミュニケーションスキルの向上 

他県の人々や地元の方々との交流を通じて得たコミュニケーションスキルを、将来の仕事や日常生活で活用

できます。 

2. チームワークの重要性（他学科・他学年とチームで活動） 

多くの人と協力して活動する経験を通じて、チームワークの大切さを学びました。これは大学のプロジェクトや

将来の職場で生かせます。 

3. 問題解決能力の向上 

活動中に直面した困難を乗り越えることで、問題解決能力が向上しました。これを日常生活や将来の挑戦に

役立てることができます。 

4. 地域貢献の意識 

地元でのボランティア活動を通じて、地域社会への貢献の大切さを実感しました。これをきっかけに、今後も

地域活動に積極的に参加する意欲が湧くかもしれません。 

5. 自己成長の機会 

新しい経験を通じて自己成長を感じたことで、今後も新しい挑戦に積極的に取り組む姿勢を持ち続けること

ができます。 

 

 

 

 

https://saga2024.com/zenshosupo-live/archives/144


＜開会式＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜競技補助員＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選手団の皆さんと西九州大学生との集合写真 ※順不同 

西九州大学・西九州大学短期大学部の学生たちの支援により、多くの選手団の皆さんが、開催県の佐賀県にて、

笑顔でスポーツに取り組むことができた証です。 

◆陸上 さいたま市 ◆陸上 愛知県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆陸上 愛媛県 ◆陸上 岡山県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆陸上 沖縄県 ◆陸上 熊本県・熊本市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆陸上 堺市 ◆陸上 三重県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆陸上 山梨県 ◆陸上 大分県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆陸上 長崎県 ◆陸上 島根県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆陸上 富山県 ◆陸上 兵庫県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆水泳 岐阜県 ◆水泳 埼玉県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆水泳 川崎市 ◆水泳 大阪府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆水泳 長崎県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆バレーボール精 鹿児島県 ◆バレーボール精 福井県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆バレーボール精 岡山県 

 


